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［主催／お問合わせ］九州大学人社系協働研究・教育コモンズ  Email :enquiry-commons@cmns.kyushu-u.ac.jp
［共催］九州大学アジア・オセアニア研究教育機構、九州大学社会連携推進室 科学コミュニケーション推進グループ
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参加申込

下記サイトへアクセスの上、事前登録をお願いします。 Zoomで

ご参加の方には折り返しアドレスとパスワードをご連絡いたします。

https://commons.kyushu-u.ac.jp/collaborative/events/event_31.html ▶

　天文学が天体に関する森羅万象を研究する学問であるように、 水文学

（すいもんがく）は水に関する森羅万象を研究する学問で、 理系のみならず、

人文・社会科学系の学問領域でもあります（水法（すいほう）は水文学の

法律関係を担当する学問領域です）。 「水掛け論」の語が水利紛争に由来

するのは知られていますが、 福岡市の水道料金が今後 24％アップする

のはご存じでしょうか。 水道料金が収入の3％を超えると（＝年収600万円の

家庭なら月額 1 万 5000 円を超えると） 「水貧困 （water poverty）」 が生じ

ますが、 福島県の水道料金は2万5837円、 青森県でも2万4620円になると

予測されています。 その原因についてもお話ししましょう。

　どんな分野でもそうですが、 「人文社会

系」、もっと大きく 「文系」 としてく くられる

学問の中にも、 多様な方法と目標 ・ 関心を

持 つ さ ま ざ ま な 研 究 領 域 が 広 が っ て い

ます。 しかし、それぞれの研究領域は、初め

から現在の形で個別に独立して存在して

いたものではありませんでした。 そこには

少なからず、 人々の知的好奇心に導かれ

ながらも、時代の移ろいや、それにともなう

社会の要求にも応答して分化してきた経緯

があります。

　本シリーズではいま一度、 それぞれの領域

の 「出来 （いでき） はじめ」 を紐解きつつ、

現在の学問が時代や社会に何を要求されて

いるのか、そして何ができるのかを考えます。

人社系の知の意味と意義を問いなおすことを

通 じ て、 協 働 研 究 の 「コ モ ン ズ」 醸 成 を

目指します。
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ライバルの語源を論じて
水道料金の値上げ問題に及ぶ
――水文学と水法の話


